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農地パトロール（利用状況調査）を実施しました
　5月下旬から 6月にかけて、農業委員および農地利用最適化推進委員による農地パトロールをタブレット
端末を活用し、実施しました。遊休農地の場所の特定やデータ処理など効率化を図り、今後は調査結果をも
とに遊休農地の解消に努めますのでご協力をお願いします。写真は農地パトロールの様子です。

① 60 歳未満
② 国民年金第 1号被保険者（保険料免除者を除く）
③ 年間 60 日以上農業に従事

3つの要件を満たせばどなたでも加入できます！！

農家のための公的年金制度で、農業者の老後の生活を安心サポートします！

●●●●●メ リ ッ ト 1

80 歳までの保障がついた
終身年金です。

●●●●●メ リ ッ ト 2

納付した保険料は全額社
会保険料控除の対象で、
節税効果があります。

●●●●●メ リ ッ ト 3

認定農業者で一定の要件
を満たした方は国からの
保険料補助があります。

ご希望の方は JA または農業委員会にご相談ください。

農業者年金をご存知ですか？

【問い合わせ】 農業委員会事務局　☎：0299-48-1111（内線 1502）
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♪

　茨城町では、「第 4回涸沼環境フェスティバル－ラ
ムサールシンポジウム in ひぬま－」と題した環境イ
ベントを開催します！
　涸沼に関するシンポジウムのほかにも、涸沼の豊
かな自然に触れられる様々なイベントが盛りだくさ
ん。熱気球にも体験搭乗できます！あなたも熱気球
に乗って、涸沼を上空から見てみませんか？
　環境団体や、事業所によるブースの出展も充実！
茨城町特産の試食ブースもあります。ぜひ、お越し
ください！
【日　時】9月 30 日（日）10：00 ～ 15：30
【場　所】涸沼自然公園（茨城町中石崎 2263）
【問い合わせ】
茨城町みどり環境課（☎：029-292-1111、内線 179）

第４回涸沼環境フェスティバル－ラムサール
シンポジウム in ひぬま－　　　ー茨城町ー

【日　時】9月 26 日（水）18：00 ～ 20：10 予定
【場　所】那珂市菅谷 4520-1
　　　　  一の関ため池親水公園・那珂市曲がり屋
　　　　  ※ 雨天時、那珂市中央公民館「集会ホール」
　　　　　   でステージイベントのみ実施予定
【内　容】
　古民家「曲がり屋」で「月見の会」を開催します。
日本の伝統的な行事である「月見」を通して、深ま
りゆく秋の風情を味わうイベントです。当日は、歌
や和楽器演奏のステージイベント、模擬店の出店な
どが盛りだくさんです。
【交　通】
自動車：常磐自動車道　那珂 IC から約 5分
電　車：JR 水郡線　上菅谷駅から徒歩約 10 分
駐車場：中央公民館駐車場、那珂市役所駐車場
【HP】
那珂市観光協会　http://www.naka-kanko.jp/
【問い合わせ】
那珂市観光協会事務局（那珂市産業部商工観光課内）
☎：029-298-1111（内線 243）

月見の会
　　　　　　　　　　　ー那珂市ー

　今年も、水戸の秋の一大イベント『水戸まちなか
フェスティバル』を開催します！国道 50 号を歩行者
天国として、デザイン、アート、グルメなど様々な
イベントが集結する秋のストリート文化祭です。
【日　時】9月 30 日（日）10：00 ～ 16：00
　　　　　　　　　　　　（歩行者天国の時間帯）
【場　所】
　国道 50 号大工町交差点～水戸中央郵便局交差点
（車道区間）、国道 50 号銀杏坂（歩道区間）、水戸駅
北口ペデストリアンデッキ、他
【水戸市HP】
http://www.city.mito.lg.jp/001433/003461/p019205.
html
【Facebook】https://www.facebook.com/mitofes
【Twitter】https://twitter.com/mitomachifes
【問い合わせ】
水戸まちなかフェスティバル実行委員会
（事務局　水戸市商工課内　☎：029-232-9185）

第 7 回水戸まちなかフェスティバル
　　　　　　　　　　ー水戸市ー

　茨城町の豊かな自然の中で、おしゃれなハンドメ
イドの品々にふれ、おいしいものを食べながら、さ
わやかな秋の 1日をのんびり満喫できるイベントで
す。今年は「涸沼環境フェスティバル」と同時開催！
広い園内では、様々な催しをお楽しみいただけます。
　恵みの秋を感じる空の下、「こころ」にも「からだ」
にもうれしいイベントにぜひ、お越しください♪
【日　時】9月 30 日（日）10：00 ～ 16：00
【場　所】涸沼自然公園キャンプ場

（茨城町中石崎 2263）
【問い合わせ】
茨城町商工観光課　（☎：029-292-1111、内線 222）

ひぬま de マルシェ
　　　　　　　　　　ー茨城町ー
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お！みた !! まちづくり

まちづくり組織活動紹介

5 月 27 日（日）玉里小学校区コミュニティ
「地域交流まつり」が開催されました。
起震車体験など色々な体験を通して、地域
のふれあいを広めました。

6月 2日（土）納場地区コミュニティ
「ふれあいまつり」が開催されました。
地元小学校の金管バンドなどの演奏や、
たくさんのお楽しみブースがありました。

6月 3日（日）こころふれあう羽鳥の会
「ふれあい広場」が開催されました。保育
園児のお遊戯や、小学生のヨサコイなど、
子どもの元気溢れる姿がみられました。

　地域住民の方々が中心となって様々なイベントが行われ、子どもから高齢者の方も参加し、たくさんの笑
顔で溢れていました。

まちづくり組織って何？
市のまちづくり認定組織には以下の三種類があります。
① まちづくり委員会
② 学区まちづくり組織
③ テーマ型まちづくり組織
それぞれが地域に根ざした特色ある活動を行っています。
今回、ご紹介したまちづくり組織は②の学区まちづくり組織に属します。

学区まちづくり組織って何？
　学区まちづくり組織とは、小学校区を活動単位とし、住民が日常生活の中で交流し、連携を深め、ともに
力を合わせ、知恵を出し合い、地域生活が豊かで充実したものにしていく住民自治組織です。
　現在市内 12 小学校区中 8小学校区で組織化され、様々な活動を行っています。
　市では「自分たちのまちは自分たちで創る」という住民自治の基本理念に基づき、行政区を越えた範囲（小
学校区）を単位とする新たなコミュニティ組織（学区まちづくり組織）を市内全域に推進することで、地域
が元気になる個性あふれる住民主体のまちづくりに取り組んでいます。

【問い合わせ】 市民協働課　市民協働係　☎：0299-48-1111（内線 1251）

▲
▲

▲

起震車による地震体験 アクセサリー作り体験

保育園生のかわいいお遊戯 小学生の迫力あるヨサコイ

金管バンドによる演奏 楽しいヨーヨーつり
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第 4 回 戦争体験講演会　開催
　今年で第 4 回目となる「戦争体験講演会」は、元少年飛行兵をはじめとする戦争体験者ら総勢 6 組が講師
となり、戦地体験談などを語ります。

【日　　時】9月 9日（日）
10：00 ～ 15：00（受付　9：30 より）

【会　　場】生涯学習センター（コスモス）玉里文化ホール
小美玉市高崎 291-3　

【入  場  料】無料
【講演内容】
①「パラオ島で経験したこと」　　　　10：20 ～ 11：00
②「大連からの引き揚げ」　　　　　　11：00 ～ 11：40
③  朗読「戦火のなかの子どもたち」　　11：40 ～ 12：00
　　　　（岩崎ちひろ作／岩崎書店）
④「105 歳からのメッセージ」　　　　　13：00 ～ 13：20
⑤「戦時下の国民学校と子どもたち」　13：20 ～ 14：00
⑥「大戦末期における 18 才の少年飛行兵と病院船」－第 15 期少年飛行兵の軌跡－　14：10 ～ 14：50
　  ※ 都合により講演内容等が変更となる場合があります。

【主　　催】太平洋戦争の体験を伝える会、小美玉市玉里史料館
【共　　催】小美玉市教育委員会
【協　　賛】美野里ライオンズクラブ
【協　　力】こぶけやきの会（山本 一惠　野手 利江）

※ 会場周辺は、食事ができるお店や購入できるお店が少ないため、昼食持参のご協力をお願いします。
　 講演当日に数量限定で弁当販売を行います。ご希望の方は講演開始までに受付までお申し込みください。
　 （売切れの際はご容赦願います）

【問い合わせ】 玉里史料館（生涯学習センターコスモス内）　☎：0299-26-9111

Web は「有料広告」で検索

有料広告
詳しくは、Webまたは
　　　　　下記問い合わせ先へ

募集中！
☎：0299-48-1111　内線 1212
　　（秘書政策課　広報広聴係）

Webは「有料広告」で検索

有料広告
詳しくは、Webまたは
　　　　　下記問い合わせ先へ

募集中！
☎：0299-48-1111　内線 1212
　　（秘書政策課　広報広聴係）
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「いいね！」したくなる写真が撮れる！スマホフォトセミナー
　スマートフォンは、日常のひとコマを撮影するのにぴったり。今回はやすらぎの里小川の自然の中でボラ
ンティアのお子さまをモデルに、実際に撮影をします。
　親子で、お友達と、もちろんお一人での参加も大歓迎！見た人が思わず「いいね！」してしまう写真を撮
るための、ちょっとしたコツを楽しく学びましょう♪

【日　時】9月 15 日（土）9：30 受付 /10：00 開始
【場　所】やすらぎの里小川　事務棟
【対象者】お子さま～大人まで 年齢制限なし

スマホ・iPhone など撮影機能のある携帯
電話をお持ちの方

【募集人数】20 名　事前申し込み（先着順）
【申込期間】8月 17 日（金）～ 9月 11 日（火）

※お電話にてお申し込みください。
【参加料】無料
【持ち物】スマホ・iPhone などの携帯電話・飲み物
【主　催】コスモスプロジェクト

【講　師】鹿島 秀憲 氏
茨城県出身。「スタジオピース
＠ツルヤ」カメラマン。映画撮
影監督・高村倉太郎氏、写真家・
平地勲氏を師とし、映像・写真
業界の両方で技術を磨く。
現在も「二刀流カメラマン」と
して幅広いジャンルの撮影を
手がけ、全国で活動中。

【申 し 込 み】
【問い合わせ】

生涯学習センター（コスモス）　☎：0299-26-9111（月曜日休館）

SNS 映えめざしちゃおう！
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小美玉市男女共同参画推進事業【レイクエコー公開講演会】

　　『清潔はやさしさ
　　　　　  世界一清潔な空港を支える職人の生き様』
　羽田空港国際線ターミナル、第一ターミナル、第二ターミナル清掃の実技指導者で同社で唯一の「環境マ
イスター」が家庭や学校で使える清掃テクニックを伝授します。

新津 春子　日本空港テクノ株式会社環境マイスター

　1970 年中国残留日本人孤児二世として、中国瀋陽に生まれる。
　中国残留日本人孤児であった父の薦めによって一家で渡日。言葉がわか
らなくてもできるという理由で清掃の仕事を始めて以来、25 年以上清掃
の仕事を続ける。中国残留日本人孤児二世というだけで中国でも日本でも
いじめをうけ、また、まだ女性の活躍が浸透していない社会風潮の中で男
女差別を受ける。しかし、そんないじめや差別を乗り越え、現在、「清掃
のプロ」として名を馳せている。
　いじめや差別を乗り越えて「清掃のプロ」として活躍するまでの軌跡や
プロとしての仕事の考え方、行動、モチベーションなどについてお話しい
ただきます。
【主な書籍】
『清掃はやさしさ：世界一清潔な空港を支える職人の生き様』
『“世界一 ”のカリスマ清掃員が教える  掃除は「ついで」にやりなさい！』
【テレビ出演】「プロフェッショナル  仕事の流儀」（NHK）

【日　　時】9月 20 日（木）14：00 ～ 15：30
※ 申し込みが必要です

【会　　場】レイクエコー（茨城県鹿行生涯学習センター・茨城県女性プラザ）
行方市宇崎 1389　☎：0299-73-2300

【定　　員】30 名
【参  加  料】無料
【交　　通】市公用バスを手配します。

① 四季文化館（みの～れ）砂利の駐車場　10：30 集合出発
② 玉里海洋センター　　　　　　　　　　11：00 集合出発
③ 小川文化センター（アピオス）　　　　  11：10 集合出発

【昼　　食】希望者はレイクエコー内のレストランを予約します（820 円の自己負担となります）。持参するか、
隣接の『なめがたファーマーズビレッジ』でお買い求めもできます。

【申込方法】必要事項（① 氏名② 住所③ 連絡先④ 年齢⑤ 乗車場所⑥ 昼食予約希望の有無）を下記申込先ま
でご連絡ください。

【申  込  先】小美玉市役所 本庁 2階 市民協働課　☎：0299-48-1111（内線 1253）
FAX：0299-48-1199
E メール：kyodo@city.omitama.lg.jp

【申込締切】9月 14 日（金）まで

【問い合わせ】 市民協働課　男女共同参画推進係　☎：0299-48-1111（内線 1253）
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第 9 回  いきいきドライバーセミナーを開催します！

　昨年に引き続き、茨城県全域の警察署で実施している《参加・体験・実践》型の『シルバー歩行者・自転
車セミナー』と一緒に開催します。皆さま、ふるってご参加ください。

【主催】美野里交通安全を推進する会

【日　　時】9月 26 日（水）　受付（8：30 ～）　開始（9：00 ～ 12：00）
【会　　場】羽鳥自動車学校
【目　　的】安全な運転、安全な歩行、自転車の乗り方について学び、免許更新のための高齢者講習、

認知症検査の改正点など必要な知識を身につけ、安全な運転ができるようにする。
【参  加  者】65 歳以上の方なら誰でも参加できます。

（免許がない方も参加できます）
【参  加  費】無料（送迎はありません）
【内　　容】改正道路交通法の要点説明（高齢者講習・認知症検査等）

交通法規の再確認（例：一時停止・右左折合図等）
高齢者実技講習コースのポイント説明
運転実技体験

【申  込  先】☎：0299-48-0032     （推進する会会長　大和田　努）　
☎：090-4523-2137（羽鳥自動車学校　髙木　喜代志）
※ 住所、氏名、年齢、性別、連絡先、運転免許証の有無をお伝えください。

【申込締切】9月 20 日（木）
【協　　賛】
小美玉市交通安全対策協議会・石岡警察署・石岡地区安全運転管理者協議会・羽鳥自動車学校・石岡地区交
通安全対策推進協議会・石岡地区交通安全協会・石岡地区交通安全協会小美玉市連合会美野里支部・石岡警
察署美野里地区交番・小美玉市女性ドライバー友の会連合会美野里支部・小美玉市四季文化館・小美玉市交
通安全母の会連合会美野里支部・小美玉市老人クラブ連合会・石岡地方広域シルバー人材センター・社会福
祉法人小美玉市社会福祉協議会・医療法人白帆会小川南病院・青少年を育てる小美玉市民の会・㈱前川林業

※ この講習は法定講習ではありません

地域のきれいな花壇をご紹介します

【問い合わせ】 環境課　環境衛生係　☎：0299-48-1111（内線 1141）

　小美玉市における市民協働のまちづくりの一環として、市民の方がきれいに管理されている花壇などを紹
介します。今回は、納場地区コミュニティにおいて、管理されている花壇を紹介します。

（6月下旬撮影）

　きれいに整備されている花壇など
を見かけましたら、小美玉市役所環
境課までご連絡ください（自薦・他
薦は問いません）。環境課で取材に
伺います。
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土
日
・
夏
季
休
暇
と
年

次
休
暇
を
組
み
合
わ
せ
て

連
続
休
暇
に

　

仕
事
と
生
活
の
調
和
（
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）
を
図
る
た

め
、
年
次
有
給
休
暇
を
計
画
的
に

活
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

茨
城
県
労
働
局
で
は
、
こ
の
夏
、

「
仕
事
休や

す

も
っ
化
計
画
」
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
週
休
2

日
制
の
会
社
で
8
月
13
日
（
月
）

～
15
日
（
水
）
を
夏
季
休
暇
（
お

盆
休
み
）
と
す
る
場
合
に
は
5
連

休
と
な
り
ま
す
が
、
16
日
（
木
）

と
17
日
（
金
）
を
プ
ラ
ス
ワ
ン
休

暇
と
す
る
こ
と
で
、
最
大
9
連
休

を
取
得
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

働
き
方
・
休
み
方
を
変
え
る
第
一

歩
と
し
て
、
プ
ラ
ス
ワ
ン
休
暇
を

実
践
し
ま
せ
ん
か
？

【
問
い
合
わ
せ
】

茨
城
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

☎
０
２
９
―
２
７
７
―
８
２
４
９

平成 30年 9月の窓口業務延長日
実　施　場　所 実施している課

小美玉市役所本庁 市民課、医療保険課、会計課、税務課（税に関する証明）、収納課（納付書再発行）

小川総合支所 総合窓口課
（戸籍関係、住民票関係、印鑑登録、印鑑証明、税の証明、納付書再発行、国民健康保険関係、
医療福祉関係（マル福）、後期高齢者医療関係、市税等の収納）玉里総合支所

※他市町村や関係機関への照会、確認が必要な場合は、即日対応できない場合もあります。あらかじめご了承ください。
※ご不明な点については、事前に担当課へお問い合わせください。

9 月の窓口業務延長日は 5、12、19、26 日（毎週水曜日）です。　19：00 まで

全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
権

１
１
０
番
」
強
化
週
間

　

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
は
、「
い
じ
め
」
や
児
童

虐
待
な
ど
子
ど
も
を
め
ぐ
る
様
々

な
人
権
問
題
に
積
極
的
に
取
り
組

む
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
全
国
一

斉
「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

強
化
週
間
を
実
施
し
、
悩
み
を

持
っ
た
お
子
さ
ま
や
保
護
者
の
方

か
ら
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
期　

間
】

8
月
29
日（
水
）～
9
月
4
日（
火
）

【
時　

間
】

午
前
8
時
30
分
～
午
後
7
時
ま
で

※ 

た
だ
し
、
土
曜
日
・
日
曜
日
は

午
前
10
時
～
午
後
5
時
ま
で

【
電
話
番
号
】

０
１
２
０
―
０
０
７
―
１
１
０

（
全
国
共
通
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

【
実
施
機
関
】

水
戸
地
方
法
務
局
・
茨
城
県
人
権

擁
護
委
員
連
合
会

【
相
談
員
】

法
務
局
職
員
・
人
権
擁
護
委
員

い
ば
ら
き
ヘ
ル
ス
ロ
ー
ド

コ
ー
ス
募
集
を
し
ま
す

　

茨
城
県
で
は
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
の
方
ま
で
が
安
心
し
て
歩
く
こ

と
の
で
き
る
「
い
ば
ら
き
ヘ
ル
ス

ロ
ー
ド
」
コ
ー
ス
を
指
定
し
、
健

康
づ
く
り
の
た
め
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
の
習
慣
化
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

【
備
え
る
要
件
】

（
1
）
安
全
性
に
配
慮
さ
れ
て
い
る

※ 

コ
ー
ス
上
の
車
道
を
利
用
す
る 

部
分
に
お
い
て
は
、
①
・
②
を

満
た
す
こ
と
。

① 

歩
道
と
車
道
が
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

や
縁
石
、
路
側
帯
等
に
よ
り
区

分
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
は
、
自

動
車
の
徐
行
を
促
す
処
置
が
さ

れ
て
い
る
。

② 

横
断
箇
所
に
は
、
信
号
機
ま
た

は
横
断
歩
道
が
あ
る
。

（
2
）
コ
ー
ス
案
内
が
さ
れ
て
い
る

※
①
・
②
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す

こ
と
。

① 

コ
ー
ス
上
に
看
板
等
が
設
置
さ

れ
て
い
る
。

② 

コ
ー
ス
の
確
認
が
で
き
る
地
図 

　

が
作
成
さ
れ
、周
知
さ
れ
て
い
る
、

　

ま
た
は
周
知
見
込
み
で
あ
る
。

（
3
）
地
図
や
コ
ー
ス
上
の
目
印

に
よ
り
歩
行
距
離
が
分
か
る
。

（
4
）
利
用
で
き
る
ト
イ
レ
が
あ
る
。

（
5
）
休
憩
で
き
る
場
所
（
休
憩
所
・

ベ
ン
チ
・
レ
ス
ト
ラ
ン
等
）
が
近

辺
に
あ
る
。

（
6
）
所
々
に
車
椅
子
が
す
れ
違

え
る
道
幅
が
あ
る
。

【
提
出
書
類
】

① 

い
ば
ら
き
ヘ
ル
ス
ロ
ー
ド
候
補

地
推
薦
書

② 

い
ば
ら
き
ヘ
ル
ス
ロ
ー
ド
候
補

地
現
況
表

③ 

地
図（
い
ば
ら
き
デ
ジ
タ
ル
ま
っ

ぷ
に
コ
ー
ス
を
図
示
し
た
も
の
）

④ 

写
真
（
コ
ー
ス
の
イ
メ
ー
ジ
が

分
か
る
も
の
2
枚
程
度
）

※ 

書
類
は
茨
城
県
健
康
長
寿
福
祉

課
HP
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

【
提
出
先
】

推
薦
コ
ー
ス
の
あ
る
市
町
村
の
保

健
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
健
康
づ
く
り

担
当
課
（
所
）

【
提
出
期
限
】

8
月
31
日
（
金
）

【
問
い
合
わ
せ
】

● 

市
町
村
の
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
た

は
健
康
づ
く
り
担
当
課
（
所
）・

各
保
健
所

● 

茨
城
県
健
康
長
寿
福
祉
課

☎
０
２
９
―
３
０
１
―
３
２
２
９
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み
づ
う
み
俳
句
会

朝
顏
が
今
朝
は
六
ヶ
と
笑
顏
の
子

戸
を
開
け
て
風
と
暮
ら
さ
ん
夏
座
敷

水
底
に
雲
遊
ば
せ
て
暑
き
夏

ひ
ま
わ
り
の
迷
路
の
中
に
も
う
い
い
～
か
い

ひ
ま
わ
り
の
生
く
る
明
日
の
力
か
な

茅　

場　

久　

子

長　

島　

美
奈
子

内　

田　

と　

み

長　

島　

久
美
子

榎　

本　

喜
代
子

み
の
り
俳
句
会

恙
無
く
過
ぎ
し
一
日
や
濃
陽
花

蛍
に
自
由
の
闇
の
あ
り
に
け
り

小
さ
く
も
ハ
ー
ブ
苺
の
味
な
り
し

下
校
児
元
気
に
挨
拶
日
脚
伸
ぶ

梅
仕
事
遺
し
て
義
母
は
旅
立
ち
ぬ

塚　

田　

文　

江

友　

水　
　
　

清

木
名
瀬　

や
ゑ
子

坂　
　
　

光　

子

佐　

藤　

清　

子

井　

坂　

あ　

さ

岡　

島　

禮　

子

鈴　

木　

貞
一
郎

網　

代　

奈
津
江

木　

村　

小
夜
子

欅
の
会

つ
ん
の
め
り
つ
ん
の
め
り
し
て
梅
雨
の
蝶

白
百
合
の
一
輪
残
し
闇
の
来
る

敦
公
の
鳴
く
こ
え
消
え
て
畝
曲
げ
る

不
祝
儀
の
薄
墨
文
字
や
梅
雨
深
し

蟻
踏
ん
で
し
ま
っ
た
軍
靴
の
よ
う
に

く
る
み
俳
句
会

静
か
さ
や
胡
瓜
の
曲
る
夜
明
け
前

挨
拶
に
朝
顔
ひ
と
つ
加
は
り
ぬ

氏
神
を
囲
む
紫
陽
花
華
や
げ
り

端
居
す
る
吾
に
恵
み
の
田
風
か
な

睡
蓮
や
青
空
映
す
池
の
中

島　

田　

篁　

村

城
垣
内　

睦　

子

杉　

山　

照　

子

福　

島　

邦　

誉

堀　

内　

い
づ
み

長
谷
川　

光　

男

田　

山　

森　

俊

野　

口　

初　

江

亀　

井　

幸　

子

大　

石　

康　

子

玉
里
俳
句
会

猛
暑
日
に
ゴ
ル
フ
に
集
ふ
高
齢
者

今
晩
は
と
我
が
家
を
覗
く
守
宮
殿

沙
羅
の
花
芝
生
に
散
ら
し
驟
雨
過
ぐ

四
十
年
振
り
に
会
い
た
る
友
や
若
葉
風

遠
き
日
の
母
の
守
唄
合
歓
の
花

小
川
短
歌
会

そ
よ
風
に
竹
の
葉
擦
れ
の
さ
ゐ
さ
ゐ
と
吹
き
過
ぐ
中
に
山
椒
を
摘
む

機
械
に
て
草
苅
り
す
れ
ば
空
腹
と
な
り
て
小
さ
な
悩
み
消
え
ゆ
く

草
履
ふ
国こ

く

ぶ

に

じ

分
尼
寺
跡
一
と
本
の
さ
く
ら
を
散
ら
す
う
つ
つ
風
吹
く

お
い
で
よ
と
声
を
か
け
れ
ば
隣
の
猫
鈴
を
鳴
ら
し
て
吾
が
膝
に
来
る

電
柱
の
細
長
き
影
に
入
り
て
待
つ
都
バ
ス
な
か
な
か
来
ぬ
夕
ま
ぐ
れ

石　

田　

は
る
江

小　

川　

ヒ
ロ
子

幡　

谷　

啓　

子

根　

本　

智
恵
子

永　

作　

喜
代
子

美
野
里
短
歌
ク
ラ
ブ

温
暖
化
気
象
激
化
の
春
嵐
畑
の
砂
を
巻
き
上
げ
て
吹
く

ひ
と
り
居
を
気
づ
か
う
子
等
は
用
あ
ら
ぬ
電
話
か
け
き
て
戸
締
ま
り
を
言
う

新
緑
の
け
や
き
通
り
に
送
迎
の
バ
ス
行
き
交
い
て
朝
を
に
ぎ
わ
う

大
空
の
大
き
な
け
や
き
し
な
や
か
に
ゆ
れ
る
若
葉
を
し
ば
し
見
て
佇
つ

文ム
ン
ジ
ェ
イ
ン

在
寅
、
金キ

ム
ジ
ョ
ン
ウ
ン

正
恩
が
手
を
つ
な
ぎ
境
界
線
を
一
跨
ぎ
せ
し

岩　

﨑　

健
次
郎

奥　

村　

と　

き

碇　

谷　

き　

え

白
根
澤　

清　

香

大　

平　

勇　

次

玉
里
短
歌
会

緑
な
す
那
須
ハ
イ
ウ
ェ
イ
を
疾
駆
す
る
旧と

も友
と
の
会
話
は
大
き
な
声
で

ホ
ル
ベ
イ
ン
カ
ラ
ー
チ
ャ
ー
ト
の
69
番
押
し
出
し
描
く
若
葉
の
緑

濃
き
み
ど
り
淡
き
緑
と
黄
み
ど
り
の
色
か
ら
ま
せ
て
ポ
ト
ス
伸
び
ゆ
く

五
月
雨
に
緑
し
た
た
る
山
の
影
郭
公
啼
い
て
雨
上
が
り
告
ぐ

荒
寥
の
大
地
に
緑
濃
く
淡
く
フ
レ
コ
ン
埋
め
生
い
茂
り
た
り

寄
稿マ

ッ
サ
ー
ジ
一
．
五
ボ
ト
ル
に
土
を
入
れ
寝
起
前
で
の
時
の
無
駄
な
し

鶴　

町　

文　

男

齋　

藤　

か
つ
み

正　

木　

敦　

子

高　

田　

久　

子

長　

島　

陽　

子

藤　

田　

久　

子

塚　

田　

忠　

男

悟　
　
　
　
　

史

谷　
　
　

予
史
江

原　
　
　

富
貴
子

海　

東　

昭　

江

小
美
玉
川
柳
会

追
っ
か
け
で
し
ば
し
病
も
逃
げ
て
い
く

缶
ビ
ー
ル
夏
を
ぐ
い
っ
と
流
し
こ
む

プ
ラ
イ
ド
を
捨
て
て
美
味
し
い
酒
を
酌
む

爽
や
か
な
風
吹
き
抜
け
る
妻
の
留
守

神
様
の
顔
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【問い合わせ】 秘書政策課　広報広聴係　☎：0299-48-1111（内線 1213）

【作品テーマ】

 　①【イベント部門】
　　市内のまつりやイベントの魅力を収めた作品
　　わたしの一押しイベント　など

　②【風景部門】
　　後世に残したい歴史的建造物
　　知る人ぞ知る隠れた名所　など

【応募方法】
① 撮影：カラーデジタル、スマートフォン等
　　　　 での撮影でも可能。
② 提出：JPEG 型式
　   参加部門および必要事項を明記
・参加部門、作品タイトル、氏名、年齢、性別
・電話番号、メールアドレス、住所
・撮影場所または対象イベント 
・撮影年月日
・ハンドルネーム
　（本名での掲載を希望されない場合は記載
　  してください）
・作品は、メールまたはCD-Rを郵送するか、
    直接ご持参ください。

　応募期間  平成 30 年 11 月 30 日 まで

【要　件】
　市内外、プロ・アマ、年齢制限問いません。
　平成 30 年 1 月以降に市内で撮影した作品に限り
　ます。
　1 人 1 部門 1 点の応募に限ります。

【応募先】
　小美玉市秘書政策課　広報広聴係
　〒 319-0192 小美玉市堅倉 835

【賞・賞品】
　 部門ごとに
      最優秀賞1点、優秀賞2点、市長賞（特別賞）1点
　 ※市の特産品などの小美玉市に関連のある賞品
　　 を用意します。
　 ※表彰は小美玉市民の日に行います。

被写体の肖像権やプライバシーについては、応募者の責
任において了承済みとみなします。万一、第三者と紛争
等が生じた場合は、全て応募者の責任とします。なお、
応募作品は返却しません。

ー ご  注  意 ー

あなたが自慢したいものはなんですか？

小美玉市の魅力発見！フォトコンテスト

魅力あふれる小美玉市のイベントや後世に残したい自然や文化を写真で捉え、小美玉市
の魅力を日本全国そして世界へ向けて発信すべく、「行ってみたい、住んでみたい」と思
うような作品を募集します。小美玉市の魅力が詰まった作品をお待ちしてます！！

　　0299-48-1111　内線 1212
編集・発行 小美玉市役所秘書政策課

この広報紙は、環境に優しい植物油インキで印刷しています。

携帯電話から市政情報がご覧になれます。

次回広報おみたま 9月号の発行日は 9月 13 日（木）です。


